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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第９期

第２四半期連結
累計期間

第10期
第２四半期連結
累計期間

第９期

会計期間

自　平成24年
10月１日

至　平成25年
３月31日

自　平成25年
10月１日

至　平成26年
３月31日

自　平成24年
10月１日

至　平成25年
９月30日

売上高 （千円） 1,343,052 1,738,898 3,369,591

経常利益 （千円） 85,045 227,599 271,465

四半期（当期）純利益 （千円） 75,799 142,742 200,347

四半期包括利益又は包括

利益
（千円） 77,805 143,554 202,887

純資産額 （千円） 1,319,824 1,869,712 1,828,768

総資産額 （千円） 3,232,253 4,303,085 4,285,306

１株当たり四半期（当

期）純利益
（円） 29.28 41.96 71.42

潜在株式調整後

１株当たり四半期

（当期）純利益

（円） 27.76 40.95 70.20

自己資本比率 （％） 40.8 43.5 42.7

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △882,711 195,248 △1,126,002

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 58,687 △25,231 △6,261

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 760,036 △121,564 1,602,200

現金及び現金同等物の

四半期末（期末）残高
（千円） 685,983 1,268,361 1,219,908

　

回次
第９期

第２四半期連結
会計期間

第10期
第２四半期連結
会計期間

会計期間

自　平成25年
１月１日

至　平成25年
３月31日

自　平成26年
１月１日

至　平成26年
３月31日

１株当たり四半期純利益

又は四半期純損失（△）
（円） 26.03 △0.24

（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　当社は、平成25年４月１日付けで普通株式１株につき100株の割合で株式分割を行っております。これに伴

い、前連結会計年度の期首に株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期（当期）純利益金額及び潜在

株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額を算定しております。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前連結会計年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて、重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況

当社グループが属する不動産業界におきましては、国土交通省が公表した「平成26年地価公示」によると、

2014年１月１日時点の地価の前年比変動率は、東京圏の商業地は1.7％上昇（2013年は0.5％下落）、住宅地は

0.7％上昇（同0.9％下落）といずれも６年ぶりに上昇しており、地価水準の底打ちが確認されます。また、㈱不

動産経済研究所の発表によれば、首都圏におけるマンションの初月契約率が、好不調の目安となる70％を2013年

２月以降14ヶ月連続で上回っており、当第２四半期連結累計期間には80％近い水準で推移しております。

このような状況のもと、当社グループは、当第２四半期連結累計期間も引き続き、都市型マンション開発事業

及びセルフストレージ事業者・利用者向けアウトソーシングサービス事業を主軸とした収益基盤の更なる強化を

図るべく、好立地の都市型マンション開発用地を積極的に獲得するとともに、他社とのアライアンスの強化や、

新たなBPO（ビジネス・プロセス・アウトソーシング）サービスの展開を推進してまいりました。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高は1,738,898千円(前年同四半期比29.5％増)となり

ました。損益面では、営業利益は229,969千円(前年同四半期比352.3％増)、経常利益は227,599千円(前年同四半

期比167.6％増)、四半期純利益は142,742千円(前年同四半期比88.3％増)という結果となりました。 

セグメントの概況は次のとおりであります。 

　

　（リアルエステート事業）

　　当事業につきましては、「大崎（東京都品川区）」、「東新宿（東京都新宿区）」に立地する単身者・DINKS

層向けマンションがいずれも完売いたしました。また、双日新都市開発㈱との共同事業形態によるマンション

開発事業を「神楽坂（東京都新宿区）」において開始するなど、他社とのアライアンスの強化を推進しており

ます。さらに、今後の収益源泉となるマンション開発用地を、「浅草（東京都墨田区）」、「清澄白河（東京

都江東区）」、「小村井（東京都墨田区）」、「戸越銀座（東京都品川区）」、「森下（東京都江東区）」の

好立地に取得しており、さらなる収益基盤の強化と業容拡大に注力しております。

　 以上の結果、売上高は1,460,088千円（前年同四半期比27.2％増）、営業利益236,986千円（前年同四半期比

151.6％増）となりました。

　（セールスプロモーション事業）

　　当事業につきましては、活発化する不動産市況を背景に、主にマンション分譲・賃貸営業現場向けの人材派遣

案件が拡大し、収益の向上に貢献いたしました。また、先般より大手不動産会社から受注している企業PRラウ

ンジの運営業務を推進し、安定的な収益基盤を構築しております。さらに、本社スタッフの人員配置を見直し

たことに加え、業務の効率化を推進し、収益構造の改善に注力いたしました。

　　以上の結果、売上高は54,601千円（前年同四半期比46.6％増）、営業利益8,720千円（前年同四半期比245.1％

増）となりました。

　（アウトソーシングサービス事業）

　　当事業につきましては、新たなサービスであるWEB申込・決済サービスや在庫管理システムの稼働が好調で

あった他、主軸のセルフストレージ事業者・利用者向けレンタル料入金管理・滞納保証サービスの申込件数が

堅調に推移するなど、サービス受託シェアを着実に拡大しております。

　　以上の結果、売上高は223,996千円（前年同四半期比42.1％増）、営業利益は44,227千円（前年同四半期比

205.4％増）となりました。　

　（その他事業）

　　その他付随事業としまして、新たに商業店舗の出店支援事業を開始しております。当第２四半期連結累計期間

におきましては、東京都台東区柳橋において「カレーの王様 浅草橋店」の出店支援を実施いたしました。

　　以上の結果、売上高は212千円、営業利益は211千円となりました。
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(2）財政状態の分析

　当第２四半期連結会計期間末における資産、負債及び純資産の状況は次のとおりであります。

（流動資産）

当第２四半期連結会計期間末における流動資産の残高は、4,104,705千円（前連結会計年度末比0.3％増）と

なりました。これは主に、マンションや開発用地の引渡し等により販売用不動産が643,243千円減少した一方

で、マンション開発用地の仕入やマンション開発が進捗したこと等により仕掛販売用不動産が602,156千円増加

したことによるものです。

（固定資産）

当第２四半期連結会計期間末における固定資産の残高は、198,379千円（前連結会計年度末比1.9％増）とな

りました。これは主に、事務所ビルの敷金の差し入れ等により差入保証金が9,552千円増加した一方で、関係会

社に対する貸付金の回収により、長期貸付金が6,554千円減少したことによるものです。

（流動負債）

当第２四半期連結会計期間末における流動負債の残高は、704,575千円（前連結会計年度末比24.4％減）とな

りました。これは主に、短期借入金が94,998千円、１年内返済予定の長期借入金が118,832千円減少したことに

よるものです。

（固定負債）

当第２四半期連結会計期間末における固定負債の残高は、1,728,797千円（前連結会計年度末比13.4％増）と

なりました。これは主に、マンション開発用地取得のための新規借入れにより長期借入金が197,460千円増加し

たことによるものです。

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末における純資産の残高は、1,869,712千円（前連結会計年度末比2.2％増）とな

りました。

なお、自己資本比率につきましては前連結会計年度末より0.8ポイント増加し43.5％となりました。

　　

(3）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に

比べ、48,452千円増加し、1,268,361千円となりました。

また、当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によって得られた資金は、195,248千円（前年同四半期は882,711千円の資金の減少）となりまし

た。これは主に、税金等調整前四半期純利益を227,599千円計上した一方で、仕入債務の減少額が54,114千円

あったことによるものです。　

　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動に使用した資金は、25,231千円（前年同四半期は58,687千円の資金の増加）となりました。これ

は、主に有価証券の売買による収入が52,734千円あった一方で、定期預金の預入による支出が71,600千円あっ

たことによるものです。　

　　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動に使用した資金は、121,564千円（前年同四半期は760,036千円の資金の増加）となりました。これ

は主に、短期借入及び長期借入による収入がそれぞれ650,000千円、751,000千円あった一方で、短期借入金及

び長期借入金の返済による支出がそれぞれ744,998千円、672,372千円あったことによるものです。

　

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。　
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(5）研究開発活動

　　該当事項はありません。　

　

(6）従業員数

　当第２四半期連結累計期間において、連結会社又は提出会社の従業員の著しい増減はありません。

　

(7）生産、受注及び販売の実績

　当社グループは、リアルエステート事業、セールスプロモーション事業及びアウトソーシングサービス事業を主

体としており、生産実績を定義することが困難であり、かつ受注生産を行っておりませんので、生産実績及び受注

実績の記載はしておりません。

　また、当第２四半期連結累計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 販売高（千円） 前年同四半期比（％）

リアルエステート事業 1,460,088     27.2

セールスプロモーション事業 54,601   46.6

アウトソーシングサービス事業 223,996    42.1

その他　 212 －

合計 1,738,898     29.5

　　　（注）１　セグメント間取引については、相殺消去しております。

　　　　　　２　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は次のとおりであります。

相手先
前第２四半期連結累計期間 当第２四半期連結累計期間

販売高（千円） 割合（％） 販売高（千円） 割合（％）

双日新都市開発㈱　 － － 679,596 39.1

㈱木下不動産 － － 387,943 22.3

㈱シーラ　 － － 322,173 18.5

三菱地所㈱　 513,665 38.2 － －

㈱イディアライズコーポレーション 230,014 17.1 － －

㈱ＢＲＩ　 156,257 11.6 － －

　　　３　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。　

　

(8）主要な設備

　当第２四半期連結累計期間において、主要な設備の著しい変動及び主要な設備の前連結会計年度末における計画

の著しい変更はありません。 　　

EDINET提出書類

株式会社ディア・ライフ(E04072)

四半期報告書

 6/24



第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 9,600,000

計 9,600,000

　

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成26年３月31日）

提出日現在発行数
（株）

（平成26年５月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 3,410,900 3,410,900
東京証券取引所

（マザーズ）

単元株式数は100株であ

ります。

計 3,410,900 3,410,900 － －

（注）「提出日現在発行数」欄には、平成26年５月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発

行された株式数は、含まれておりません。

　

（２）【新株予約権等の状況】

当第２四半期会計期間において発行した新株予約権及び新株予約権付社債はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成26年１月１日～

平成26年３月31日
－ 3,410,900 － 416,472 － 346,472
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（６）【大株主の状況】

　 平成26年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

有限会社ディアネス 東京都新宿区矢来町47番１号 956,800 28.05

阿部 幸広 東京都新宿区 625,800 18.35

阿部 勝子 福岡県北九州市小倉南区 204,000 5.98

山西 良知 東京都港区 97,600 2.86

長野 健 東京都杉並区 87,000 2.55

阿部 晶子 東京都新宿区 78,000 2.29

株式会社ディア・ライフ 東京都千代田区九段北一丁目13番５号 72,245 2.12

株式会社ＳＢＩ証券　 東京都港区六本木一丁目６番１号 63,200 1.85

松下 祐士　 兵庫県姫路市 46,000 1.35

藤塚 知義 東京都港区 42,300 1.24

計 － 2,272,945 66.64

　

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　 平成26年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
   普通株式　　72,200

　
－ －

完全議決権株式（その他）  普通株式 3,338,200 33,382 －

単元未満株式  普通株式　 　　500 － －

発行済株式総数 3,410,900 － －

総株主の議決権 － 33,382 －

　

②【自己株式等】

　 平成26年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

株式会社ディア・ライフ
東京都千代田区九段北

一丁目13番５号
72,200 － 72,200 2.12

計 － 72,200 － 72,200 2.12

　

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において役員の異動はありません。　
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第４【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成26年１月１日から平

成26年３月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年10月１日から平成26年３月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,261,579 1,384,460

金銭の信託 47,425 1,350

売掛金 57,988 63,768

有価証券 41,013 4,599

販売用不動産 682,856 39,612

仕掛販売用不動産 1,809,834 2,411,991

繰延税金資産 61,235 56,231

その他 187,284 190,365

貸倒引当金 △58,588 △47,673

流動資産合計 4,090,628 4,104,705

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 93,966 89,375

その他（純額） 5,064 4,264

有形固定資産合計 99,031 93,640

無形固定資産 38,690 38,577

投資その他の資産

投資有価証券 12,364 11,177

長期貸付金 15,800 9,245

繰延税金資産 198 79

その他 39,790 54,905

貸倒引当金 △11,197 △9,245

投資その他の資産合計 56,955 66,162

固定資産合計 194,677 198,379

資産合計 4,285,306 4,303,085

負債の部

流動負債

買掛金 74,243 20,128

短期借入金 390,000 295,002

1年内返済予定の長期借入金 218,744 99,912

未払法人税等 31,291 82,848

その他 217,211 206,684

流動負債合計 931,489 704,575

固定負債

長期借入金 1,494,413 1,691,873

繰延税金負債 4,355 4,121

資産除去債務 15,144 15,129

その他 11,134 17,673

固定負債合計 1,525,048 1,728,797
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年３月31日)

負債合計 2,456,537 2,433,372

純資産の部

株主資本

資本金 416,472 416,472

資本剰余金 501,845 501,845

利益剰余金 907,908 989,254

自己株式 － △41,213

株主資本合計 1,826,227 1,866,359

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,540 3,353

その他の包括利益累計額合計 2,540 3,353

純資産合計 1,828,768 1,869,712

負債純資産合計 4,285,306 4,303,085
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年10月１日
　至　平成25年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年10月１日
　至　平成26年３月31日)

売上高 1,343,052 1,738,898

売上原価 1,094,642 1,282,962

売上総利益 248,410 455,936

販売費及び一般管理費
※ 197,561 ※ 225,967

営業利益 50,848 229,969

営業外収益

受取利息 1,433 342

受取配当金 35 45

有価証券運用益 45,844 16,199

投資有価証券売却益 1,057 －

貸倒引当金戻入額 － 2,066

その他 2,291 2,569

営業外収益合計 50,661 21,223

営業外費用

支払利息 13,839 15,661

貸倒引当金繰入額 529 －

長期前払費用償却 1,887 4,860

その他 208 3,071

営業外費用合計 16,464 23,592

経常利益 85,045 227,599

税金等調整前四半期純利益 85,045 227,599

法人税、住民税及び事業税 17,853 79,968

法人税等調整額 △8,607 4,889

法人税等合計 9,245 84,857

少数株主損益調整前四半期純利益 75,799 142,742

四半期純利益 75,799 142,742
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年10月１日
　至　平成25年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年10月１日
　至　平成26年３月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 75,799 142,742

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 2,006 812

その他の包括利益合計 2,006 812

四半期包括利益 77,805 143,554

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 77,805 143,554

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年10月１日
　至　平成25年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年10月１日
　至　平成26年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 85,045 227,599

減価償却費 8,985 9,629

のれん償却額 1,024 1,024

貸倒引当金の増減額（△は減少） 10,495 △12,867

受取利息及び受取配当金 △1,468 △387

支払利息 13,839 15,661

有価証券運用損益（△は益） △45,844 △16,199

投資有価証券売却及び評価損益（△は益） △1,045 －

金銭の信託の増減額（△は増加） － 46,075

売上債権の増減額（△は増加） △23,422 △5,780

たな卸資産の増減額（△は増加） △844,127 40,888

仕入債務の増減額（△は減少） 10,018 △54,114

その他 △48,988 △15,760

小計 △835,487 235,768

利息及び配当金の受取額 1,876 387

利息の支払額 △14,038 △14,985

法人税等の支払額 △35,062 △25,922

営業活動によるキャッシュ・フロー △882,711 195,248

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △17,000 △71,600

定期預金の払戻による収入 42,000 －

有価証券の売買による収支（純額） 54,417 52,734

有形固定資産の取得による支出 △26,662 △551

有形固定資産の売却による収入 － 996

無形固定資産の取得による支出 △20,847 △5,205

投資有価証券の取得による支出 － △3,000

投資有価証券の売却による収入 3,040 5,000

貸付金の回収による収入 22,739 6,554

敷金の差入による支出 － △10,212

その他 1,000 53

投資活動によるキャッシュ・フロー 58,687 △25,231

EDINET提出書類

株式会社ディア・ライフ(E04072)

四半期報告書

14/24



(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年10月１日
　至　平成25年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年10月１日
　至　平成26年３月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 1,050,500 650,000

短期借入金の返済による支出 △903,080 △744,998

長期借入れによる収入 821,000 751,000

長期借入金の返済による支出 △167,237 △672,372

自己株式の取得による支出 － △41,438

配当金の支払額 △36,146 △60,192

その他 △5,000 △3,564

財務活動によるキャッシュ・フロー 760,036 △121,564

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △63,987 48,452

現金及び現金同等物の期首残高 749,971 1,219,908

現金及び現金同等物の四半期末残高
※ 685,983 ※ 1,268,361
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【追加情報】

（法人税率の変更等による影響）

平成26年３月31日に「所得税法等の一部を改正する法律」（平成26年法律第10号）が公布され、平成26年４月

１日以後開始する連結会計年度より、復興特別法人税が前倒しで廃止されることになりました。これに伴い、平

成26年10月１日以後開始する連結会計年度において解消が見込まれる一時差異等について、その繰延税金資産及

び繰延税金負債を計算する法定実効税率は、38.01％から35.64％に変更されます。この法定実効税率の変更に伴

う当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。　
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【注記事項】

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費用及び金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成24年10月１日
至 平成25年３月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成25年10月１日
至 平成26年３月31日）

役員報酬 42,192千円 47,195千円

給与手当 51,035 62,650

支払手数料 16,355 18,424

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成24年10月１日
至 平成25年３月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成25年10月１日
至 平成26年３月31日）

現金及び預金 727,296千円 1,384,460千円

預入期間が３か月を超える定期預金及び担

保に供している定期預金
△49,000 △129,000

預け金（流動資産その他）　 7,686 12,901

現金及び現金同等物 685,983 1,268,361
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（株主資本等関係）

前第２四半期連結累計期間（自　平成24年10月１日　至　平成25年３月31日）

１　配当に関する事項

　平成24年12月20日の定時株主総会において、次のとおり決議しております。

 ・普通株式の配当に関する事項

(1)配当金の総額 　　　　　　　37,016千円

(2)１株当たり配当額　　 　　　　 1,430円

(3)基準日　　　　　　　 平成24年９月30日

(4)効力発生日 　　　　  平成24年12月21日

(5)配当の原資　　　　　　　　 利益剰余金

（注）平成25年４月１日付で株式１株につき100株の株式分割を行っております。上記の１株当たり配当

額につきましては、株式分割前の金額であります。

　　

２　株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。　

　　

当第２四半期連結累計期間（自　平成25年10月１日　至　平成26年３月31日）

１　配当に関する事項

　平成25年12月19日の定時株主総会において、次のとおり決議しております。

 ・普通株式の配当に関する事項

(1)配当金の総額 　　　　　　　61,396千円

(2)１株当たり配当額　　 　　　　　  18円

(3)基準日　　　　　　　 平成25年９月30日

(4)効力発生日 　　　　  平成25年12月20日

(5)配当の原資　　　　　　　　 利益剰余金

（注）平成25年４月１日付で株式１株につき100株の株式分割を行っております。上記の１株当たり配当

額につきましては、株式分割後の金額であります。

　　

２　株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。　
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自 平成24年10月１日 至 平成25年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　

報告セグメント

その他 合計リアル
エステート
事業

セールスプロ

モーション

事業

アウト

ソーシング

サービス事業

計

売上高    　 　  

外部顧客への売上高 1,148,148 37,236 157,668 1,343,052 － 1,343,052

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ 2,551 581 3,132 － 3,132

計 1,148,148 39,787 158,249 1,346,185 － 1,346,185

セグメント利益 94,189 2,526 14,479 111,196 － 111,196

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

　 （単位：千円）

利益又は損失（△） 金額

報告セグメント計 111,196

「その他」の区分の利益　 －

セグメント間取引消去 2,099

全社費用（注） △62,447

四半期連結損益計算書の営業利益 50,848

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当社の管理部門に係る費用であります。　　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。　
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自 平成25年10月１日 至 平成26年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　

報告セグメント

その他
（注）

合計リアル
エステート
事業

セールスプロ

モーション

事業

アウト

ソーシング

サービス事業

計

売上高    　 　  

外部顧客への売上高 1,460,088 54,601 223,996 1,738,686 212 1,738,898

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ 2,692 681 3,373 － 3,373

計 1,460,088 57,293 224,677 1,742,059 212 1,742,272

セグメント利益 236,986 8,720 44,227 289,934 211 290,146

（注）１．当第２四半期連結累計期間において、商業店舗の出店支援事業を開始したことに伴い、「その

他」を新たに追加しております。なお、当該追加による報告セグメントへの影響はありませ

ん。　

　　　２．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、商業店舗の出店支援事

業を含んでおります。 　

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

　 （単位：千円）

利益又は損失（△） 金額

報告セグメント計 289,934

「その他」の区分の利益　 211

セグメント間取引消去 1,498

全社費用（注） △61,675

四半期連結損益計算書の営業利益 229,969

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当社の管理部門に係る費用であります。　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。　
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成24年10月１日
至　平成25年３月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成25年10月１日
至　平成26年３月31日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 29円28銭 41円96銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 75,799 142,742

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 75,799 142,742

普通株式の期中平均株式数（株） 2,588,600 3,401,807

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 27円76銭 40円95銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益調整額（千円） － △1,431

（うち、連結子会社の潜在株式による調整額

（千円））
－ △1,431

普通株式増加数（株） 141,872 48,945

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

―　 ―　

　（注）当社は、平成25年４月1日付けで普通株式１株につき100株の割合で株式分割を行っております。これに伴い、前

連結会計年度の期首に株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当た

り四半期純利益金額を算定しております。
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

　 

平成26年５月12日

株式会社ディア・ライフ

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 山　　田　　良　　治　 印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 中　　川　　　　　豪　 印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 田　　島　　　　　昇　 印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられてい
る株式会社ディア・ライフの平成25年10月１日から平成26年９月30日までの連結会計年度の第２四半期
連結会計期間(平成26年１月１日から平成26年３月31日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成25年10
月１日から平成26年３月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四
半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記につ
いて四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠
して四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚
偽表示のない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整
備及び運用することが含まれる。
　
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結
財務諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し
て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我
が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比
べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般
に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ディア・ライフ及び連結
子会社の平成26年３月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営
成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点にお
いて認められなかった。
　
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな
い。
　

以　上
　
　
（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。
２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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